
おわりに －「車中心」か「人中心」か－ 

 
 新交通システム、LRT の導入によって様々なメリットがある。しかし、単純に LRT を導

入すれば勝手にまちが活性化され、交通渋滞等の諸問題は一気に解決する、という安直な

考えは大きな間違いである。現実には欧米各国の様々な都市で LRT が導入されているがそ

の理由はそこに住む住民、行政や商店街、学生、高齢者が、自分達のまちの将来を真剣に

考えた結果、「車中心」の都市構造よりも「人中心」のまちづくりを望んだ結果生まれたの

である。そしてそのようなまちづくりの結果として、まちが活性化し、それとともに交通

渋滞も解決することになったのである。 
私は LRT の導入を行う場合にいきなり導入するのではなく、まず簡単に対応できる施策

から行うことが必要であると考える。中でも一番重要なことは、最終的に住民の意識が LRT
建設を行うべきという考えに傾いた時に事業を行うということである。もちろん LRT は

様々な面においてメリットが存在し是非導入して欲しい事業である。しかしまちの将来を

決める主役はそのまちに住む住民である。住民が望めば行えばよいであろうし、今のまま

で良いと望むのなら残念ではあるが行うべきではない。事業を行う前まで行政はその判断

をするための情報提供を積極的に行うべき「黒子」に徹するべきである。しかし現状では

その情報提供は少ないと言わざるを得ない。まずは今まで以上の住民への積極的な情報提

供が望まれる。その上で規制緩和、財源の問題等の諸課題を打ち破る施策を検討すべきで

あると感じる。 
 日本も現在、大きな転換点を迎えている。高齢化を迎えそれは将来の人口構造に大きな

変化をもたらすであろう。その時、「車中心」なのか、それとも「人中心」のまちづくりを

行っていくべきなのか、そこに住む住民全体が目先の利益に囚われず、知恵を出し合い長

期的展望で考えるべき大きな課題であると感じる。宇都宮の LRT 導入構想はまだ始まった

ばかりである。それは逆に日本における新交通システム先進都市への飛躍という無限の可

能性を秘めているといっても過言ではないだろう。 
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あとがき 

 
 私自身も宇都宮で新交通システムの導入が進んでいることは卒業論文を実際に進めてい

くまで詳細を知らなかった。それだけ新交通システムの導入計画が多くの住民に認知され

ていないように思われる。これから行うべき住民への認知と合意が、宇都宮での新交通シ

ステム導入が成功するか否かの鍵になっていると思われる。 
私は 2002 年度まで行われている導入への調査結果が今後どうなっていくのか、卒業後も

注視していきたい。そして今度宇都宮に来る時に、LRT がまちの中心市街地を颯爽と運行

し、導入による様々なメリットが宇都宮のまちに生まれていることを願いたい。 
 最後にこの卒業論文を製作するに当たって御忙しい中数多くの資料の提供とインタビュ

ーに御協力して頂いた、宇都宮市役所企画部鈴木智氏、川中子武保氏、宇都宮まちづくり

推進機構田野実正浩氏、国土交通省宇都宮国道工事事務所調査課綿貫稔紀氏、広島電鉄株

式会社電車カンパニー電車技術グループ車両課三田博昭氏に御礼を申し上げたいと思いま

す。そして何よりも演習時より様々な御指導、助言を頂き、また論文製作に当たって 1 年

間御世話になった中村祐司先生にもこの場を借りて御礼を申し上げたいと思います。本当

にありがとうございました。 
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